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はじめまして
令和5年10月生まれのおともだち
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● 10月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広報広聴課（内線
322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、11月1日㈮午前11時から市役所203会議
室で公開抽選を行います。

令和5年12月生まれのお子さんを募集します
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市長コラム市長コラム
 新しい行田へ

第13回 
「第22回グッドエイジャー賞を受賞しました」

環境にやさしい
植物油インキ

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数32,900人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

今月の表紙 　令和7年1月6日から新しい市民の「足」として『乗合型
AIオンデマンド交通』を導入します。この交通は、路線バ

スのように決められた時刻・ルートを運行するのではなく、利用予約に応
じてAIが目的地までの最適なルートを設定し、乗り合わせて運行します。
　より暮らしやすい行田に向けてリニューアルする公共交通をぜひご利
用ください。

小板橋 一
い ち か

楓 ちゃん・円
ま ど か

椛 ちゃん （持田）
令和5年10月11日生まれ
父・健太さん　母・陽子さん
「W笑顔でたくさんのハッピーをありがとう♡」

第22回グッドエイジャー賞を受賞した皆さん（左から行田市長、広瀬道
明さん、林英夫さん、紺野美沙子さん、南こうせつさん、大川𠮷美さん）

行田市長  行田邦子

このたび、行田市長として「第
22回グッドエイジャー賞」を受
賞しました（11ページに記事掲
載）。グッドエイジャーとは良い
年を重ねている人、つまり熟年
世代が対象の賞ということです。
人生駆け抜けて、気付いたら熟
年世代の仲間入り、そして、著名
な方々とともにこのような素晴らしい賞を受賞すること
になるとは、二重の驚きです。
グッドエイジャー賞の主催者である一般社団法人日本

メンズファッション協会が発表している選考理由には、
「広告代理店勤務から国会議員、そして行田市長へ、行動
力と決断力のグッドエイジャー」と書かれていて恥ずかし
くなるような過分な評価を頂いています。実は、この協会

の理事長である八木原 保（やぎはら たもつ）さんは、行田市上池守の出身で、20代の頃、東京の原宿で衣料品店を
開業して事業に成功し、「原宿をつくった男」として知る人ぞ知る事業家なのです。ファッション業界の中心で活躍
されながらも、ずっと故郷の行田を想い続けてきた八木原さん。このたびの受賞は、私個人ではなく行田市の受賞
と言ってよいでしょう。
音楽、スポーツ、国家行政、医療、メディア、経済界など、八木原さんのように行田で生まれ育って、各分野で

活躍している方とお話をしていると、故郷行田を気にかける想いをひしひしと感じます。新しい行田へ。市の職員、
議会の皆さん、市民の皆さん、そして、故郷行田を想う皆さんとも一緒に歩みを進めてまいります。


